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我々は，地上 X 線結像系開発で構築した独自の小口径超高精度電鋳技術 (Mimura et al., Rev. Sci. Instrum.,
2018) を用いて，高角度分解能と大有効面積を併せ持つ次世代宇宙 X 線望遠鏡開発を進めている．この実現に
は，地上電鋳鏡開発技術を用いた高精度反射鏡の一桁以上の大口径・長焦点化と，二段一体全周反射鏡の精密位
置調整が行える支持機構の開発が必要となる．これまでに，ϕ 60 mm Wolter-I 型反射鏡試作に成功し，SPring-8
で結像性能を評価した結果，15 keV で FWHM ∼ 30 秒角 / HPW ∼ 60 秒角 であることがわかった．この
結果は，原盤由来の ≫ mm スケールの母線方向形状誤差が支配的であったが，これを取り除いた新たな原盤
(RMS ∼ 0.03 µm/PV ∼ 0.1 µm, ∼ 15 秒角 (HPD))の試作にも成功している．
現在，さらなる形状誤差改善に向け原盤の加工及び電鋳工程の条件出しを進めており，反射鏡においてもその

半分程度の領域にて∼ 18 秒角 (HPD)の形状誤差を確認している．反射鏡と支持機構の接着方法の検討も進めて
おり，3 種類の接着剤に対し小片サンプルを用いた接着強度評価試験を行い，支持機構設計の最適化を行ってい
る．これと並行し，反射鏡を支持機構に組み込んだ状態での試験システムの構築と一部の評価も進めている．本
発表では，反射鏡単体や支持機構に組み込んでの X 線照射試験を含む各種評価試験の結果について報告する．


